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３．２　発注側作業

ここでは、メインメニューの起動・終了方法、発注者メールアドレス表示等の発注

側作業方法について説明します。

また、エラー時の対処方法および、障害対策についても説明します。

　・メインメニューの起動・終了手順　………………………………………　3.2.1 参照

　・発注者メールアドレス表示手順　…………………………………………　3.2.2 参照

　・受信状況確認手順　…………………………………………………………　3.2.3 参照

　・受発注データ閲覧手順　……………………………………………………　3.2.4 参照

　・エラー時の対処方法　………………………………………………………　3.2.5 参照

　・障害対策　……………………………………………………………………　3.2.6 参照
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３．２．１　メインメニューの起動・終了手順

ここでは、メインメニューの起動・終了に関する手順を説明します。

　・メインメニュー起動操作　……………………………………………………　(1)参照

　・メインメニュー終了操作　……………………………………………………　(2)参照
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（Ａ） 発注者クライアントより、アドレス欄に以下の URL 名を入力し

　　　 【Enter】キーを押します。

アドレス：http://サーバの URL 名:31682/servlets/admedi.RootMenu

例：http://mhi170.ctc.ne.jp:31682/servlets/viewedi.ViewerMenu

３．２．１　メインメニュー

　　　　　の起動・終了手順

（１）メインメニュー起動操作 1/3

<注意>

発注側ＥＤＩサーバメニューには、「パスワード入力画面」は表示されませ

ん。
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（Ｂ） 以下の「発注側ＥＤＩサーバメニュー画面」が表示されます。

３．２．１　メインメニュー

　　　　　の起動・終了手順

（１）メインメニュー起動操作 2/3
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（Ａ） 以下の操作でメインメニューを終了します。

３．２．１　メインメニュー

　　　　　の起動・終了手順

（２）メインメニュー終了操作 3/3

［ファイル(F)］→［閉じる(C)］を

クリックし、終了します。
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３．２．２　発注者メールアドレス表示手順

ここでは、発注者メールアドレス表示に関する手順を説明します。

　・発注側ＥＤＩサーバメニュー　………………………………………………　(1)参照

　・発注者メールアドレス表示操作　……………………………………………　(2)参照
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（Ａ） 以下の「発注側ＥＤＩサーバメニュー画面」が表示されます。

３．２．２　発注者メール

　　　　　アドレス表示手順

（１）発注側ＥＤＩサーバメニュー 1/2

発注者メールアドレス管理の文

字をクリックします
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（Ａ）「発注者メールアドレス表示画面」が表示されます。

３．２．２　発注者メール

　　　　　アドレス表示手順

（２）発注者メールアドレス表示操作 2/2



6-3-2-9

３．２．３　受信状況確認手順

ここでは、受信状況確認に関する手順を説明します。

　・発注側ＥＤＩサーバメニュー　………………………………………………　(1)参照

　・受信状況確認操作　……………………………………………………………　(2)参照
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（Ａ） 以下の「発注側ＥＤＩサーバメニュー画面」が表示されます。

受信状況確認の文字をクリックします

３．２．３ 受信状況確認手順 （１）発注側ＥＤＩサーバメニュー 1/2
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（Ａ） 受信状況を表示検索します。

３．２．３　受信状況確認手順 （２）受信状況確認操作 2/2

<補足説明>

　検索結果で受信状況の一覧が表示されなかった場合は、検索条

件に該当する受信状況がなかったことを示します。

①　受注者コード、情報区分コードを選択

し、［検索］ボタンをクリックします
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３．２．４　受発注データ閲覧手順

ここでは、受発注データ閲覧に関する手順を説明します。

　・発注側ＥＤＩサーバメニュー　………………………………………………　(1)参照

　・ＥＤＩデータ閲覧操作　………………………………………………………　(2)参照
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（Ａ） 以下の「発注側ＥＤＩサーバメニュー画面」が表示されます。

３．２．４　受発注データ閲覧手順 （１）発注側ＥＤＩサーバメニュー 1/5

ＥＤＩデータ閲覧の文字をクリックします
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（Ａ） ＥＤＩデータ閲覧の「受注者選択画面」が表示されます。

３．２．４　受発注データ閲覧

　　　　　　手順

（２）ＥＤＩデータ閲覧操作 3/5３．２．４　受発注データ閲覧手順 （２）ＥＤＩデータ閲覧操作 2/5

①受注者コードを選択すると、「情報区

分選択画面」が表示されます
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（Ｂ） 閲覧するデータの情報区分を選択します。

②情報区分を選択し、[決定]ボタン

をクリックします

３．２．４　受発注データ閲覧手順 （２）ＥＤＩデータ閲覧操作 3/5
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④No を選択すると、「ＥＤＩデータ表

示画面」を表示します

３．２．４　受発注データ閲覧手順 （２）ＥＤＩデータ閲覧操作 4/5

（Ｃ） ＥＤＩデータの一覧が表示されます。

③絞り込み用キー項目に文字列を入力し、検

索ボタンを押すと、一覧が絞り込まれて表示

されます。
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３．２．４　受発注データ閲覧手順 （２）ＥＤＩデータ閲覧操作 5/5

（Ｄ） ＥＤＩのデータが表示されます。
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３．２．５　エラー時の対処方法

ここでは、エラー時の対処方法について説明します。

　・画面出力エラーメッセージとその対応　…………………………………　(1)参照
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（１）画面出力エラーメッセージとその対応

ここでは、画面に出力されてるエラー内容、対処方法を説明します。

表３．２．５－１　エラー一覧

Ｎｏ． エラー内容（エラーコード） 対処方法

１ 選択された条件に合致するデー

タがありません。

ファイル種別に全て以外を選択していた

場合は全てを選択し、選択した条件のファ

イルがあることを確認して下さい。。ファ

イルがある場合は発注側ＥＤＩサーバを

再起動し、再度ファイル登録を実行して下

さい。。それでも同様の現象が起こる場合

はサポートに連絡して下さい。

２ ファイル読み込みエラーです。 掲示板機能で利用しているファイル、また

は発注側ＥＤＩサーバに問題が発生して

いる可能性がありますので、サポートに連

絡して下さい。

３ グループ掲示板が存在しませ

ん。

グループ掲示板が既に削除されており、存

在していません。掲示板閲覧画面により確

認して下さい。

４ ファイル読み込みエラーです。 掲示板機能で利用しているファイル、また

は発注側ＥＤＩサーバに問題が発生して

いる可能性がありますので、サポートに連

絡して下さい。
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３．２．６　障害対策

ここでは、発注側ＥＤＩサーバ管理作業での障害対策について説明します。

尚、技術サポートの詳細問い合わせ先は、ＥＤＩ取引契約時に発注会社が示す窓口、

若しくは、航空機業界ＥＤＩセンターにより示される窓口となります。

　・障害が発生してからの作業の流れ　………………………………………　(1)参照

　・障害状況の判別　……………………………………………………………　(2)参照

　・障害情報の採取　……………………………………………………………　(3)参照

　・障害の回復　…………………………………………………………………　(4)参照
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（１）障害が発生してからの作業の流れ

障害が発生してから正常に戻るまでの作業の流れを、図３．２．６－１に示す。
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図３．２．６－１　障害が発生してから正常に戻るまでの作業の流れ
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（２）障害の状況の判別

（A） 障害の確認

障害がどのような状況で発生したかを把握する為に障害発生時のメッセージ

を確認する。

（B） 障害の診断

（a） メッセージによる診断

障害発生状況と出力されているメッセージを確認する。

（b） 障害要因による診断

メッセージが示す障害の要因は，以下の２つに分類される。

（ア）ユーザが対処できる障害要因

環境設定や運用の誤りによるもので，ユーザが直接に要因を排除可能。

（イ）ユーザが対処できない障害要因

ユーザは障害情報を採取して，技術サポートに連絡する必要がある。

（３）障害情報の採取

障害発生時にサポートに連絡する場合，以下の方法で障害情報を採取する。採取

する障害情報を以下に示す。

（A） 操作手順

障害発生に至るまでの詳細な操作手順。（画面のハードコピー，操作内容のメ

モなど）

（B） メッセージ

画面上に表示されるメッセージ。

（４）障害の回復

（A） 画面に出力されているメッセージを確認し、３．１．８項に示す対処方法を実

施する。

（B） 発注側クライアントを一度終了させ、再度起動する。

（C） システム管理者へ連絡し、ＥＤＩサーバを再度起動するよう要請する。

（D） 上記の方法でも同様な障害が発生する場合には、サポートに連絡し、サポート

が指示する障害復帰作業を実施する。


